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1 

 

Ⅰ．調査の目的 

 この調査は、大田区内の外国人（調査対象2,000人）および日本人（調査対象1,000人）の意識・要

望を把握し、その結果を今後の多文化共生推進プランの改定に反映させ、多文化共生に向けた事業展

開に役立てることを目的としている。 

 

Ⅱ．アンケート調査の調査方法等 

 アンケート調査は、「外国人区民調査」および「日本人区民調査」の２つの対象に向けた調査票を

用いて行った。 

１．調査設計 

 外国人区民調査 日本人区民調査 

調査地域 大田区内全域 大田区内全域 

調査対象 
区内に在住する外国籍区民 

20歳以上の男女個人 2,000人 

区内に在住する日本国籍区民 

20歳以上の男女個人 1,000人 

調査方法等 

〇抽出方法： 

 住民基本台帳からの無作為抽出 

○調査方法：郵送配布―郵送回収 

  （礼状兼回答依頼のハガキ１回） 

 ※日本語ルビ付版と対象者の国籍 

  に合わせた翻訳版の調査票を同封 

〇抽出方法： 

 住民基本台帳からの無作為抽出 

○調査方法：郵送配布―郵送回収 

  （礼状兼回答依頼のハガキ１回） 

 

使用言語 
英語、中国語、韓国・朝鮮語、 

タガログ語、ネパール語 
 

調査期間 平成26年７月23日～８月８日 平成26年７月22日～８月８日 

 

２．言語別調査票発送の内訳（外国人区民調査） 

言語 発送数（部） 

日本語ルビ付 2,000 

 英語 440 

 中国語 789 

 韓国・朝鮮語 394 

 タガログ語 230 

 ネパール語 147 

 小計 2,000 

 

３．アンケート調査の回収状況 

 外国人区民調査 日本人区民調査 

標本数 ：A 2,000人 1,000人 

郵送物未着数 ：B 73人 6人 

郵送物未着率 ：C=B/A*100 3.7％ 0.6％ 

総回収数 ：D 569人 435人 

無効回収数 ：E 2人 2人 

有効回収数 ：F=D-E 567人 433人 

有効回収率 ：G=F/A*100 28.4％ 43.3％ 
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Ⅲ．外国人区民調査 

１．回答者自身について 

１）性別                   

◇「男性」が41.1％、「女性」が58.4％ 

Ｆ１ 性別をお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

２）年齢                   

◇「30～39歳」が31.0％で最も高い 

Ｆ２ 年齢をお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

３）国籍                   

◇「中国」が41.4％で最も高い 

Ｆ３ 国籍をお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

４）在留資格                 

◇「永住者」が28.0％で最も高い 

Ｆ４ 日本での在留資格をお選びください。 
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）住居形態                 

◇「民間・鉄筋アパート・マンション」が35.1％で最も

高い 

Ｆ５ お住まい（住居）は次のうちどれにあたりますか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

６）職業                   

◇「専業主婦」が19.4％で最も高く、次いで「専門・技

術職」と「パート・アルバイト」が16.2％ 

Ｆ６ 職業は次のどれにあたりますか。なお、２つ以上あ
てはまる場合は、主として従事している職業を選
んでください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）結婚の有無                

◇「結婚している（配偶者は同国人）」が33.9％、「結婚

している（配偶者は日本人）」が31.2％ 

Ｆ７ 結婚していますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文化活動

資格なし

無回答

外交

宗教

法律・会計事務

医療

興行

技能実習

研修

特定活動

教育

投資・経営

公用

教授
芸術

報道

研究

短期滞在

企業内転勤

n=(567)

永住者

日本人の配偶者等

特別永住者

人文知識・国際業務

家族滞在

技術

留学

永住者の配偶者等

技能

定住者

28.0

15.0

10.9

8.3

7.6

7.1

6.2

4.2

3.9

2.3

1.4

0.9

0.5

0.4

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

-

-

-

-

-

-

-

0.5

1.6

0 10 20 30
(%)

ｎ

(567) 5.8

1.8

7.4 16.2 9.5 2.6 16.2 7.1 19.4 6.2 6.9 0.9

(%)

自
営
業
・事
業
主

自
由
業
（
開
業
医
、
弁
護
士
、
作
家
、

芸
術
家
な
ど
）

事
務
職
（
一
般
事
務
職
・オ
ペ
レ
ー
タ
ー

な
ど
）

専
門
・技
術
職
（
勤
務
医
師
、
研
究
者
、

技
術
者
な
ど
）

労
務
・
サ
ー
ビ
ス
職
（
販
売
員
、
工
場
な

ど
の
生
産
工
程
従
業
者
、
運
転
手
な
ど
）

役
員
・管
理
職

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

学
生

専
業
主
婦

無
回
答

そ
の
他

無
職

ｎ

(567) 33.9 31.2 3.2 7.1 23.6 1.1

(%)

結
婚
し
て
い
る

（
配
偶
者
は
同
国
人
）

結
婚
し
て
い
る

（
配
偶
者
は
日
本
人
）

結
婚
し
て
い
る
（
配
偶
者
は

日
本
人
・同
国
人
以
外
）

離
婚
・死
別

結
婚
し
て
い
な
い

無
回
答

ｎ

(567) 41.4 21.0 11.1 4.8

1.8

3.7

1.8
1.1
1.2

0.9

11.1

0.0

0.2

(%)

中
国

韓
国
・
朝
鮮

フ
ィ
リ
ピ
ン

ネ
パ
ー
ル

ベ
ト
ナ
ム

ア
メ
リ
カ

タ
イ

イ
ン
ド

ブ
ラ
ジ
ル

無
国
籍

ド
イ
ツ

そ
の
他

無
回
答

ｎ

(567) 41.1 58.4 0.5

(%)

男性 女性 無回答

ｎ

(567) 25.2 31.0 18.3 12.7 6.0 6.2 0.5

(%)

２０歳～

２９歳

３０歳～

３９歳

４０歳～

４９歳

５０歳～

５９歳

６０歳～

６９歳

７０歳

以上

無回答

ｎ

(567) 13.8 14.6 3.9 11.1 35.1 6.3 6.2 6.0

1.4

1.6

(%)

一
戸
建
て

中
高
層
集
合
住
宅
（
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）

一
戸
建
て

民
間
・木
造
ア
パ
ー
ト

民
間
・鉄
筋
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン

公
社
・公
団
・公
営
住
宅

社
宅
・官
舎

間
借
り
・
住
み
込
み

そ
の
他

無
回
答

（持ち家） （借家） （その他）
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８）同居家族                 

◇「配偶者」が62.8％で最も高い 

Ｆ８ 現在一緒に住んでいる人はどなたですか。 
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）日本・大田区の滞在年数          

◇日本での滞在年数は「5年～10年未満」が26.8％で最

も高い 

◇大田区での滞在年数は「5年～10年未満」が21.2％、

「1年～3年未満」が20.6％で高い 

Ｆ９ どのくらい日本に住んでいますか。来日を繰り返し
ている場合は、通算してお答えください。 

Ｆ10 どのくらい大田区に住んでいますか。転入・転出
を繰り返している場合は、通算してお答えください。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

10）居住地域                

◇≪蒲田地区≫が47.5％で最も高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．日ごろの暮らしについて 

１）日本での滞在目的・理由          

◇「結婚」が29.1％で最も高い 

問１ 日本での滞在目的または理由は何ですか。 
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）大田区に住む理由             

◇「職場・学校に近い」が39.9％で最も高い 

問２ 大田区に住む理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３）定住意向                 

◇《定住意向》が75.9％ 

問３ これからも大田区に住み続けたいと思いますか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

３．ことばについて 

１）最も得意な言語              

◇「中国語」が29.1％で最も高い 

問４ 最も得意としている言語はどれですか。なお、２つ
以上の言語を得意としている方は主として読み書
きの得意な言語を選んでください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

その他

いない

兄弟姉妹

n=(567)

配偶者

子ども

親

友人

62.8

39.5

7.2

5.6

3.4

4.8

16.6

0 20 40 60 80 (%)

無回答

千束

六郷

矢口

蒲田西

蒲田東

糀谷

≪大森地区≫
（32.4％）

≪調布地区≫
（19.4％）

≪蒲田地区≫
（47.5％）

雪谷

n=(567)

大森東

大森西

入新井

馬込

池上

新井宿

嶺町

田園調布

鵜の木

久が原

羽田

3.0

7.8

8.1

6.5

5.1

1.9

2.3

2.3

1.4

2.8

6.5

4.1

7.6

3.9

14.5

10.4

6.2

4.9

0.7

0 5 10 15 20 (%)

日本で生まれ育った

職業技術の習得

その他

無回答

n=(567)

結婚

就労目的

（企業内転勤を含む）

日本の国にあこがれて

家族滞在

勉強

29.1

27.5

25.4

20.1

14.8

12.5

4.9

3.4

0.7

0 10 20 30 40
(%)

その他

特に理由はない

無回答

n=(567)

職場・学校に近い

大田区が好きだから・

あこがれの地域だから
買い物・交通・病院などが

近くにある

友人・知人がいる

社宅・学校の寮がある

39.9

23.5

21.2

14.1

5.5

15.0

15.3

0.7

0 10 20 30 40 50 (%)

ｎ

日本での滞在年数 (567)

大田区での滞在年数 (567)

2.5

9.2

2.3

5.3

9.7

20.6

9.0

13.4

26.8

21.2

22.2

15.3

17.8

9.7

9.0 

4.8 

0.7 

0.5 

(%)

６
か
月
未
満

６
か
月
～
１
年
未
満

１
年
～
３
年
未
満

３
年
～
５
年
未
満

５
年
～
１
０
年
未
満

１
０
年
～
２
０
年
未
満

２
０
年
～
５
０
年
未
満

５
０
年
以
上

無
回
答

ｎ

(567) 33.9 42.0

4.1 0.9

18.3 0.9

(%)

一
生

住
み
続
け
た
い

当
分
の
間
は

住
み
続
け
た
い

い
ず
れ

転
居
し
た
い

す
ぐ
に
で
も

転
居
し
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

《定住意向》 《転居意向》

ｎ

(567) 18.5 9.2 29.1 4.9 4.9 3.2

1.1
1.6

0.4
0.9

5.1 19.8 1.4

(%)

日
本
語

英
語

中
国
語

韓
国
・朝
鮮
語

タ
ガ
ロ
グ
語

ネ
パ
ー
ル
語

ベ
ト
ナ
ム
語

タ
イ
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

複
数
言
語

ド
イ
ツ
語

そ
の
他

無
回
答
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２）日本語の勉強               

◇「自分で勉強している」が40.7％で最も高い 

問５ 日本語を勉強していますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）日本語教室を利用しやすくすること     

◇「日本語教室の場所と時間をもっと広く案内する」が

42.3％で最も高い 

問６ 大田区内には、大田区主催の日本語教室やボラ
ンティアによる日本語教室があります。日本語教
室がもっと利用しやすくなるために今後どのような
ことが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．日常生活について 

１）日本人との関係で困った経験        

◇「部屋からの声・物音」が12.5％で高い 

問７ 今までに、近くに住む日本人との関係で困った経
験がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）日常の暮らしの中で不便・困っていること  

◇「日本語（読み書きなど）について」が22.9％で高い 

問８ 日常の暮らしの中で不便を感じていることや困っ
ていることはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）偏見や差別の経験             

◇《ある》が49.0％ 

問９ 日本人からの外国人に対する偏見や差別を感じ
たことがありますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

４）住まいに関して困ったこと         

◇「外国人であることを理由に入居を断られる」が33.5％

で高い 

問10 住まいを探したり、住んだあとで困ったことがあり
ますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

特にない

無回答

n=(567)

外国人であることを理由に入居を
断られる

保証人がなかなか見つからなかった

住居について相談できる窓口が

なかった

日常生活のルールがよくわからない

文化の違いで近隣住民とトラブルに

なることがある

33.5

22.8

6.2

4.9

2.1

2.3

50.1

3.0

0 20 40 60 (%)

その他

特にない

無回答

日本人・他の国籍の人とのコミュニケーションに

ついて

隣近所との付き合い

趣味・娯楽のこと

食事のこと

住まい周辺の環境のこと

買い物のこと

風習や習慣の違い

n=(567)

日本語（読み書きなど）について

税金のこと

健康保険・年金のこと

病院・医療のこと

保育園や学校など子どもの養育・教育のこと

生活上の相談をどこに問い合わせればよいか

わからないこと

仕事のこと

在留資格やビザなどの問題

物価のこと

住宅のこと

22.9 

15.2 

14.8 

11.8 

10.8 

9.5 

9.0 

8.8 

8.8 

7.9 

7.2 

7.1 

6.2 

3.0 

2.8 

1.4 

1.2 

2.5 

36.9 

1.6 

0 10 20 30 40
(%)

勉強していない

無回答

n=(567)

自分で勉強している

来日前に自国で勉強したことがある

民間の日本語教室で勉強している

大田区初級日本語教室やボランティアによる

日本語教室で勉強している

その他

40.7

32.5

9.7

4.6

15.2

19.2

1.8

0 20 40 60
(%)

子ども向けの日本語教室を充実

させる

その他

わからない

無回答

n=(567)

日本語教室の場所と時間をもっと
広く案内する

休日・祝日でも利用できる

夜間も利用できる

中級以上の日本語教室を増やす

子ども連れでも利用できる

42.3

32.1

26.1

21.2

16.2

7.6

6.5

21.0

3.7

0 20 40 60 (%)

無回答

食べ物に関すること

建物の増築・改築

店舗や宿泊施設の営業に関すること

部屋の使い方に関すること

その他

特にない

ペットに関すること

n=(567)

部屋からの声・物音

ことばの行き違い

ごみの出し方のルールに関すること

駐車・駐輪について

12.5

10.2

6.3

4.2

2.8

1.2

1.2

0.9

0.9

3.2

70.5

0.9

0 20 40 60 80 (%)

ｎ

(567) 19.6 27.0 42.7 6.3 3.2 1.2

(%)

全
く
な
い

あ
ま
り
な
い

と
き
ど
き
あ
る

よ
く
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

《ない》 《ある》

73



外国人区民調査 

5 

 

５）病院を利用する際に困ったこと・不満    

◇「病院でうまく症状を伝えられない」が22.8％で高い 

問11 病院を利用する際に困ったことや不満に思ったこ
とがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）子ども・あなたが学校で困ったこと     

◇「卒業後の進路をどうしていいかわからない」が7.8％

で高い 

問12 あなたのお子さん、またはあなたが学校で困った
ことがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．地域での交流について 

１）近くに住む日本人との付き合い       

◇「あいさつする程度」が54.0％で最も高い 

問13 近くに住む日本人とどのような付き合いがありま
すか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

２）地域社会の一員として日本人に望むこと   

◇「偏見や差別をなくしてほしい」が32.6％で最も高い 

問14 地域社会の一員として、あなたが日本人に望む
ことはなんですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

３）地域の中で活動してみたいこと       

◇「ボランティア活動に参加したい」が26.6％で最も高い 

問15 地域の中でどのように活動してみたいと思いま
すか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．情報提供・相談体制について 

１）生活で困ったときの相談先         

◇「家族・親戚」が49.9％で最も高く、次いで「知人・

友人（同じ国籍の人）」が47.6％ 

問16 生活で困っていることがある場合、どこ（または
誰）に相談しますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）外国人同士の仲間やグループの有無     

◇「ない」が66.1％ 

問17 外国人同士で相談したり、情報交換などができ
る仲間やグループがありますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

特にない

無回答

n=(567)

病院でうまく症状を伝えられない

どこの病院に行けばいいのか

わからない

医療情報がわからない

診断結果や治療方法がわからない

病院で出される薬の飲み方や

使い方がわからない

22.8

19.2

12.2

9.7

2.1

4.8

57.0

2.1

0 20 40 60
(%)

その他

特にない

無回答

n=(567)

卒業後の進路をどうしていいか

わからない

相談できる友人がいない

学校からの連絡内容がわからない

日本語での授業が理解できない

母国の文化を理解してもらえない

7.8

6.3

6.0

4.2

3.2

4.9

60.3

16.2

0 20 40 60 80 (%)

自分たちのことばを理解できるように

努めてほしい

その他

特にない

無回答

n=(567)

偏見や差別をなくしてほしい

あいさつなど親しく声をかけてほしい

地域の行事やイベントなどに誘って

ほしい
自分たちの文化や習慣などを理解

してほしい

生活ルールを教えてほしい

32.6

24.7

20.1

19.6

15.5

6.9

2.6

30.5

0.9

0 10 20 30 40 (%)

無回答

n=(567)

ボランティア活動に参加したい

翻訳や通訳で地域に役立ちたい

母国語を日本人に教えたい

町会の活動を日本人と一緒にしたい

出身国の文化や料理を日本人に

教えたい
地域の日本人との交流やイベントを

企画したい

学校で出身国の紹介をしたい

PTAや父母会の活動を日本人と

一緒にしたい

その他

したくない

26.6

23.3

21.5

20.5

19.4

10.6

5.3

4.9

5.6

24.0

5.1

0 10 20 30 (%)

会社の同僚

n=(567)

家族・親戚

知人・友人（同じ国籍の人）

知人・友人（日本人）

区役所

無回答

大使館・領事館

知人・友人（4、5以外）

保育園や学校の先生

近くに住んでいる人

多文化共生推進センター（micsおおた）

外国人支援のボランティア団体

東京都の外国人相談窓口

民族団体・同国人の組織

その他

誰にも相談しない

相談する相手がいない

49.9

47.6

37.9

24.7

24.2

6.2

5.6

3.5

3.5

3.0

2.6

2.1

1.6

3.7

1.9

1.8

0.7

0 20 40 60 (%)

ｎ

(567) 54.0 13.8 6.5 10.8 3.7

0.7

9.7 0.9 

(%)

あ
い
さ
つ
す
る
程
度

日
常
生
活
の
こ
と

を
話
し
て
い
る

何
か
困
っ
た
時
に

助
け
合
っ
て
い
る

友
人
と
し
て

付
き
合
っ
て
い
る

家
族
同
様
に
親
し

く
付
き
合
っ
て
い
る

そ
の
他

ま
っ
た
く

付
き
合
い
が
な
い

無
回
答

ｎ

(567) 32.3 66.1 1.6

(%)

あ
る

な
い

無
回
答

74
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３）行政サービス等の周知手段の希望      

◇「多様な言語による「おおた区報」」が35.6％で最も高い 

問18 行政サービスやくらしの情報・ルールなどをもっと
知り、利用するためにどのような手段を希望します
か。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）区役所発行の情報紙の設置場所の希望    

◇「スーパーマーケット」が75.3％で最も高い 

問19 区役所で発行している情報紙を置いてほしい場
所はどこですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）大田区で生活していく上で必要な情報    

◇「防災や地震についての情報」が47.1％で最も高く、

次いで「医療や健康保険に関する情報」が45.3％ 

問20 大田区で生活していくうえで、どのような情報が
必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．災害・緊急時の対応について 

１）地域の避難先の認知度            

◇「知らない」が52.9％で「知っている」を上回る 

問21 地震などの災害のときに、避難する場所を知っ
ていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

２）地域で行われている防災訓練の認知度    

◇「知らない」が74.3％で「知っている」を上回る 

問22 地域で行われている防災訓練を知っていますか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

３）災害が起きた時に心配なこと         

◇「家族の無事」が71.1％で最も高い 

問23 地震などの災害が起きたとき、あなたは何が心
配ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）区に望む防災対策             

◇「避難場所の掲示や案内板を多様な言語で表記する」が

50.6％で最も高い 

問24 大田区にどのような対策を望みますか。 
（○はいくつでも） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

n=(567)

多様な言語による「おおた区報」

多様な言語による区のホームページ

区で受けられるサービスの一覧と手続きの

仕方を多様な言語で簡易に書いたもの
多言語情報紙「OtaCityNavigation」

（年10回発行）
多様な言語で書かれた公園などに設置

されているルールや規則の看板・案内板

多様な言語でのメールによる配信

多様な言語によるラジオ・

ケーブルテレビ放送

区職員による出張講座

その他

特にない

35.6

23.5

23.5

21.5

19.0

18.0

12.5

4.4

2.5

27.0

3.7

0 10 20 30 40 (%)

その他

無回答

n=(567)

スーパーマーケット

保育園や学校など

母国の食材店

母国の料理店

教会など

75.3

16.6

10.2

8.1

6.2

15.5

6.3

0 20 40 60 80 (%)

特にない

無回答

お祭り・スポーツ大会などの住民と

交流できるイベント情報

区立施設の案内

住まいに関する情報

ごみの出し方やリサイクル方法などの

生活情報
区のサークルやボランティア活動の

紹介

その他

子育て・教育に関する情報

n=(567)

防災や地震についての情報

医療や健康保険に関する情報

税金・年金に関する情報

福祉に関する情報

47.1

45.3

39.3

36.0

31.9

31.9

27.9

26.6

24.0

23.1

0.9

7.9

2.3

0 10 20 30 40 50 (%)

無回答

n=(567)

家族の無事

避難場所がわからない

何をすればいいかわからない

どこに相談すればいいかわからない

言葉が通じないので自分の要求を

伝えられない
得意な言語で情報を得られるかが

不安

日本人との協力関係に不安がある

地震を体験したことがないので

恐怖心がある

その他

特にない

71.1

32.6

18.3

16.2

12.3

11.8

11.5

11.1

3.0

6.9

0.9

0 20 40 60 80 (%)

無回答

n=(567)

避難場所の掲示や案内板を多様な

言語で表記する
緊急時に多様な言語による放送や

誘導を行う
多様な言語による緊急対応パンフ

レットを配る
緊急時に多様な言語で対応できる

相談窓口をつくる
日本人と一緒に外国人も参加できる

地域の防災訓練・講習会を実施する
外国人・日本人を含む地域内（自治会・

町会）の連絡・協力体制づくりを進める
外国人同士の連絡・協力体制づくりを

進める

言語別の防災訓練・講習会を実施する

その他

特にない

50.6

43.0

38.4

30.3

27.9

25.7

17.6

10.9

0.9

11.8

2.3

0 20 40 60 (%)

ｎ

(567) 46.2 52.9 0.9

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

ｎ

(567) 24.7 74.3 1.1

(%)

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

75
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８．多文化共生のまちづくりについて 

１）「多文化共生推進センター」の認知度    

◇「はじめて知った」が75.7％で最も高い 

問25 大田区には、外国人区民と日本人区民の交流の
場として「多文化共生推進センター（micsおおた）」
があります。この施設では、多言語相談、区施設
への通訳派遣、資料・情報の提供、日本語学習を
行っており、どなたでも気軽に利用できます。あな
たはこの施設を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

２）「多文化共生推進センター」の利用意向   

◇「機会があれば利用したい」が54.5％で最も高い 

問26 今後、この施設を利用したいと思いますか。 
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

３）多文化共生推進センターでできるとよいこと  

◇「相談」が42.9％で最も高い 

問27 多文化共生推進センターでどのようなことができ
るとよいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）大田区役所が行うサービスの認知度      

◇「大田区日本語教室」が31.0％で最も高い 

問28 大田区が行っている以下のサービス等について
ご存知ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）大田区役所に望むサービス          

◇「外国人の子どもに対する教育支援の充実」が34.9％

で最も高く、次いで「行政情報の多言語化の充実」が

33.0％ 

問29 大田区役所に対してどのようなサービスを望み
ますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会や会議の会場提供

その他

特にない

無回答

各種パーティー

講座・講習会

各種展示会

コンサート・音楽会

母国文化の紹介

軽い食事

サークル活動などの地域活動

n=(567)

相談

日本語教室

各種情報の収集・提供

日本文化の紹介

42.9

33.2

28.4

26.3

20.1

17.8

16.4

16.0

13.6

12.0

9.7

8.8

1.9

14.1

2.6

0 10 20 30 40 50 (%)

外国人向けの防災訓練

無回答

n=(567)

大田区日本語教室

くらしのガイド（外国語版）

外国人情報紙「OtaCityNavigation」

多文化共生推進センターのホームページ

多文化交流会

31.0

22.4

20.5

6.7

5.1

3.5

42.2

0 20 40 60 (%)

無回答

n=(567)

外国人の子どもに対する教育支援の充実

行政情報の多言語化の充実

日本語教室の充実

生活相談窓口の充実

行政の窓口における通訳の充実

防災対策等の情報提供、講習会の充実

日本人との交流会の充実

大田区での生活ルール等を学ぶ機会の充実

外国人が各国の文化を発表する機会の充実

その他

34.9

33.0

27.3

26.8

25.2

24.9

20.6

13.4

10.6

5.3

6.9

0 10 20 30 40 (%)

ｎ

(567) 5.1 17.5 75.7 1.8

(%)

知
っ
て
い
た
し
、

利
用
し
た
こ
と

も
あ
る

知
っ
て
い
た
が
、

利
用
し
た
こ
と

は
な
い

は
じ
め
て
知
っ
た

無
回
答

ｎ

(567) 31.7 54.5 10.6 3.2

(%)

利
用
し
た
い

機
会
が
あ
れ
ば

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
は

思
わ
な
い

無
回
答

76
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４．日本人区民調査 

１．回答者自身について 

１）性別                   

◇「男性」が41.6％、「女性」が57.5％ 

Ｆ１ 性別をお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

２）年齢                   

◇「70歳以上」が23.3％で最も高い 

Ｆ２ 年齢をお選びください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

３）住居形態                 

◇「一戸建て」が45.0％で最も高い 

Ｆ３ お住まい（住居）は次のうちどれにあたりますか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

４）職業                   

◇「専業主婦」が17.6％、「無職」が17.1％でおおむね

並ぶ 

Ｆ４ 職業は次のどれにあたりますか。なお、２つ以上あ
てはまる場合は、主として従事している職業を選
んでください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）居住年数                 

◇「30年以上」が50.6％で最も高い 

Ｆ５ どのくらい大田区にどのくらい住んでいますか。転
入・転出したことがある場合は、大田区に住んでい
た期間を現在住んでいる期間と合計してお答えく
ださい。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

６）同居家族                 

◇「配偶者」が61.4％で最も高い 

Ｆ６ 現在一緒に住んでいる人はどなたですか。 
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）定住意向                  

◇《定住意向》が82.5％ 

Ｆ７ これからも大田区に住みたいと思いますか。 
（○はひとつだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(433)

友人

その他

いない

無回答

配偶者

子ども

親

兄弟姉妹

61.4

43.6

17.1

4.8

0.5

5.3

17.6

0.9

0 20 40 60 80 (%)

ｎ

(433) 41.6 57.5 0.9

(%)

男性 女性 無回答

ｎ

(433) 6.0 17.1 16.2 17.1 20.1 23.3 0.2

(%)

２０歳～

２９歳

３０歳～

３９歳

４０歳～

４９歳

５０歳～

５９歳

６０歳～

６９歳

７０歳

以上

無回答

ｎ

(433) 45.0 24.0

2.8

6.0 17.3

2.5 1.8
-
0.2

0.2

(%)

一
戸
建
て

中
高
層
集
合
住
宅
（
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）

一
戸
建
て

民
間
・木
造
ア
パ
ー
ト

民
間
・鉄
筋
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン

公
社
・
公
団
・
公
営
住
宅

社
宅
・官
舎

間
借
り
・
住
み
込
み

そ
の
他

無
回
答

（持ち家） （借家） （その他）

ｎ

(433) 8.3

1.4

15.0 8.3 8.1 7.9 9.7

1.6

17.6 4.4 17.1 0.7

(%)

自
営
業
・事
業
主

自
由
業
（
開
業
医
、
弁
護
士
、
作
家
、

芸
術
家
な
ど
）

事
務
職
（
一
般
事
務
職
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

な
ど
）

専
門
・技
術
職
（
勤
務
医
師
、
研
究
者
、

技
術
者
な
ど
）

労
務
・
サ
ー
ビ
ス
職
（
販
売
員
、
工
場
な

ど
の
生
産
工
程
従
業
者
、
運
転
手
な
ど
）

役
員
・管
理
職

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

学
生

専
業
主
婦

無
回
答

そ
の
他

無
職

ｎ

(433) 3.7 3.9 3.5 9.7 14.8 13.2 50.6 0.7 

(%)

１
年
未
満

１
～
３
年
未
満

３
～
５
年
未
満

５
～
１
０
年
未
満

１
０
～
２
０
年
未
満

２
０
～
３
０
年
未
満

３
０
年
以
上

無
回
答

ｎ

(433) 45.5 37.0

4.4 1.2

11.3 0.7

(%)

一
生
住
み
続
け
た
い

当
分
の
間
は
住
み
続
け
た
い

い
ず
れ
転
居
し
た
い

す
ぐ
に
で
も
転
居
し
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

《定住意向》 《転居意向》

77
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８）大田区に住みたい理由           

◇「土地、建物を持っているから」が45.4％で最も高い 

（Ｆ７で「1」または「2」とお答えの方にお聞きします） 

Ｆ７-1 これからも大田区に住みたい理由は何ですか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）居住地域                 

◇≪大森地区≫と≪蒲田地区≫が35.8％で並ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．暮らしの実感 

１）外国人が多いという実感          

◇《多いとは感じない》が59.8％で《多いと感じる》を

上回る 

問１ 身近には、外国人区民が多いと感じますか。 
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

２）外国人が近所に住むことについての考え   

◇「どちらともいえない」が63.0％で最も高い 

問２ 近所に外国人が住むことについてどう思いますか。
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

３）外国人が生活で困る・不満を感じること    

◇「風習や習慣の違い」が47.8％で最も高い 

問３ 外国人が生活で困っていたり、不満を感じていた
りすることは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの教育のため

都心よりも家賃が安いから

その他

わからない

無回答

配偶者の出身地だから

n=(357)

土地、建物を持っているから

仕事、通勤に都合が良いから

住環境が良いから

出身地だから

45.4

40.1

38.4

25.2

11.2

6.2

1.7

9.5

0.8

0.8

0 10 20 30 40 50 (%)

無回答

六郷

≪蒲田地区≫
（35.8％）

矢口

蒲田西

蒲田東

糀谷

羽田

嶺町

≪調布地区≫
（27.2％）

田園調布

鵜の木

久が原

雪谷

千束

n=(433)

大森東

≪大森地区≫
（35.8％）

大森西

入新井

馬込

池上

新井宿

2.3

6.9

7.4

9.9

6.5

2.8

3.7

3.2

2.8

5.1

9.9

2.5

9.5

4.4

6.7

6.2

4.6

4.4

1.2

0 5 10 15 (%)

その他

特にない

無回答

税金のこと

住まい周辺の環境のこと（安全面など）

物価のこと

食事のこと

買い物のこと

趣味・娯楽のこと

住宅のこと

n=(433)

風習や習慣の違い

生活上の相談をどこに問い合わせれば

よいかわからないこと

日本語（読み書きなど）について

日本人・他の国籍の人とのコミュニケーション

について

隣近所との付き合い

病院・医療のこと

仕事のこと

在留資格やビザなどの問題

保育園や学校など、子どもの養育・教育に

ついて

健康保険・年金などのこと

47.8

38.6

38.6

33.3

30.5

29.1

25.2

23.6

20.6

18.5

16.4

12.7

7.4

7.4

6.2

1.8

1.4

3.9

8.5

3.9

0 20 40 60 (%)

ｎ

(433) 11.5 21.7 29.1 30.7 5.5 1.4

(%)

多
い
と
感
じ
る

あ
る
程
度
は
多
い
と

感
じ
る

そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は

感
じ
な
い

多
い
と
は
感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

《多いと感じる》 《多いとは感じない》

ｎ

(433) 8.3 10.6 63.0 11.8

4.4

1.8

(%)

好
ま
し
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

好
ま
し
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

好
ま
し
く
な
い

好
ま
し
く
な
い

無
回
答

《好ましい》 《好ましくない》

78
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３．地域での交流 

１）近隣の外国人居住の有無          

◇「多少住んでいる」が39.0％で最も高い 

問４ 近隣に外国人が住んでいますか。 
（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

２）外国人と生活していくうえで大切なこと   

◇「あいさつや言葉を交わす」が61.9％で最も高い 

問５ 同じ地域で外国人と生活していくうえで大切なこと
は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）近くに住む外国人との関係で困った経験   

◇「ごみの出し方のルールに関すること」が11.5％で高い 

問６ 今までに、近くに住む外国人との関係で困った経
験がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）外国人に対する不利益な扱い         

◇「わからない」が52.9％で最も高い 

問７ 外国人に対する不利益な扱いがあると感じます
か。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

５）外国人との交流イベントの参加意向     

◇《参加したくない》が50.8％ 

問８ 外国人との交流イベントに参加したいと思います
か。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

４．災害時・緊急時の協力 

１）災害時に外国人と避難するうえで心配なこと  

◇「日本語が通じない」が54.3％で最も高い 

問９ 地震などの災害が起こったときに、外国人と一緒
に避難するうえで、どのような心配がありますか。
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

２）区に望む防災対策             

◇「避難場所の掲示や案内板を多様な言語で表記する」が

55.4％で最も高い 

問10 地震などの災害が起こったときには、外国人を含
めて地域住民で協力しあって対応することが求め
られます。大田区にどのような対策を望みますか。
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価値観の違いを知る

その他

特にない

無回答

n=(433)

あいさつや言葉を交わす

先入観を持たない

生活習慣の相互理解

文化の違いを知る

人柄を知る

61.9

51.7

43.0

39.7

30.0

28.6

3.9

5.5

1.8

0 20 40 60 80 (%)

特にない

無回答

食べ物の臭いなど

駐車・駐輪について

ペットに関すること

店舗や宿泊施設の営業に関すること

建物の増築・改築

その他

子どもの行動やほかの子どもとの関係

について

n=(433)

ごみの出し方のルールに関すること

家・部屋からの物音や騒音など

集合住宅などの共有スペースや公共の

場所の使い方に関して

言葉の行き違い

11.5

8.3

6.5

5.5

3.5

3.2

1.8

1.2

0.5

0.2

3.0

67.0

7.4

0 20 40 60 80
(%)

無回答

n=(433)

避難場所の掲示や案内板を多様な言語で

表記する
緊急時に多様な言語で対応できる相談窓口を

作る
日本人・外国人を含む地域内（自治会・町会）の

連絡・協力体制づくりを進める
日本人と一緒に外国人も参加できる地域の

防災訓練・講習会を実施する

多様な言語による緊急パンフレットを配る

緊急時に多様な言語による放送や誘導を行う

外国人同士の連絡・協力体制づくりを進める

言語別の防災訓練・講習会を実施する

その他

特にない

55.4

42.5

39.7

39.5

36.7

33.5

14.1

11.1

3.2

4.2

2.1

0 20 40 60
(%)

不安はない

無回答

n=(433)

日本語が通じない

緊急事態での相手の反応がどのような

ものかわからない

一緒に協力して行動できるかわからない

何となく不安

その他

54.3

37.9

35.1

27.9

2.8

13.9

1.8

0 20 40 60
(%)

ｎ

(433) 8.3 16.9 20.8 52.9 1.2

(%)

感
じ
る

少
し

感
じ
る

感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ｎ

(433) 3.5 39.0 26.1 31.4

(%)

多
く

住
ん
で
い
る

多
少

住
ん
で
い
る

住
ん
で
い
な
い

わ
か
ら
な
い

ｎ

(433) 9.9 36.5 35.8 15.0 2.8

(%)

参
加
し
た
い

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
参
加

し
た
い

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
参
加

し
た
く
な
い

参
加
し
た
く

な
い

無
回
答

《参加したい》 《参加したくない》

79
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５．多文化共生のまちづくり 

１）多文化共生を進めるために外国人に望むこと 

◇「生活ルールを守ってほしい」が71.4％で最も高い 

問11 地域の外国人と理解しあい、大田区で共に生き
ていくまちづくりを進めるために、あなたは外国人
に何を望みますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）多文化共生を進めるために自分にできること 

◇「あいさつなど声をかけ合ったり、気軽におしゃべりを

する」が67.2％で最も高い 

問12 地域の外国人と理解しあい、大田区で共に生き
ていくまちづくりを進めるために、あなたは何がで
きると思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）多文化共生を進めるための区の対応      

◇「日本の文化や生活情報を多様な言語で知らせる」が

50.3％で最も高い 

問13 地域の外国人と理解しあい、大田区で共に生き
ていくまちづくりを進めるために、区の対応として
あなたが力を入れるべきだと思うことは何ですか。
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．区に期待すること 

１）区に期待する多文化共生のまちづくり    

◇《期待する》は“日本人も外国人もともに、地域の一員

として尊重されるまち”が74.6％で最も高い。次いで

“地域での草の根の国際交流が進み、世界が身近に感じ

られるまち”が64.0％、“様々な国の人々が交流し、新

たな文化やビジネスを世界に発信する国際的な都市”が

62.8％ 

問14 現在、大田区基本構想で、区の将来像として揚
げた「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動
する国際都市 おおた」を実現するため、「おおた
未来プラン10年」を策定し、その歩みを進めていま
す。あなたはこれから大田区がどのようなまちにな
っていくことを期待しますか。（○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の行事やイベントなどに参加してほしい

町会・地域の役割を担ってほしい

その他

特にない

無回答

外国語や外国文化を紹介してほしい

n=(433)

生活ルールを守ってほしい

日本の文化や習慣などを理解してほしい

日本語を理解できるように努めてほしい

大田区に愛着を持ってほしい

71.4

65.6

38.3

22.6

18.7

18.5

16.9

2.1

2.5

1.2

0 20 40 60 80 (%)

【発 行】 大田区 観光・国際都市部 

          国際都市・多文化共生推進課 

          国際都市・多文化共生担当 

〒144-8621 大田区蒲田５－13－14 

☎ 03-5744-1227（直通） 

無回答

n=(433)

あいさつなど声をかけ合ったり、気軽におしゃべり
をする

地域の外国人との交流事業・イベントに参加する

外国語や外国の文化を学ぶ

地域の外国人と生活習慣やルールを相談し合う

外国人が自国の文化を紹介する場に参加する

外国人を誘って防災訓練や清掃などの地域活動

に参加する

通訳や日本語を教える活動に参加する

日本の生活に慣れていない外国人支援の活動

（ＮＰＯ／ＮＧＯを含む）に参加する

その他

特にない

67.2

25.2

20.8

19.2

17.8

15.0

9.7

8.3

2.1

15.0

1.4

0 20 40 60 80
(%)

無回答

外国人の子どもや留学生を支援する

外国の文化や生活情報を紹介する

ＮＰＯやボランティアの育成と支援を行う

ホームステイやホームビジットを積極的に

推進する

その他

特にない

外国人が区への意見や提案をしやすい

手段・方法・システムなどを考える

n=(433)

日本の文化や生活情報を多様な言語で

知らせる

日本人と外国人の交流会やイベントを開く

外国人への偏見・差別をなくすための努力を

行う
日本人と外国人の意見交換会や話し合いの

場を設ける

50.3

37.2

36.3

31.4

29.1

22.9

19.4

19.2

15.0

2.8

7.2

1.8

0 20 40 60
(%)

ｎ

地域での草の根の国際交流が進み、世界

が身近に感じられるまち

様々な国の人々が交流し、新たな文化や

ビジネスを世界に発信する国際的な都市

日本人も外国人もともに、地域の一員とし

て尊重されるまち

(433)

(433)

(433)

27.7

28.4

38.6

36.3

34.4

36.0

21.2

21.5

16.9

7.9

8.1

3.5

3.0

3.2

1.8

3.9

4.4

3.2

(%)

大
い
に
期
待
す
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

期
待
す
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

期
待
し
な
い

ま
っ
た
く
期
待
し
な
い

無
回
答

《期待する》 《期待しない》

80



大
おお

田
た

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

設
せっ

置
ち

要
よう

綱
こう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（設
せっ

置
ち

目
もく

的
てき

）
第
だい

1 条
じょう

�　国
こく

際
さい

都
と

市
し

として、国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などの異
こと

なる人
ひと

々
びと

が、互
たが

いの文
ぶん

化
か

的
てき

違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、
対
たい

等
とう

な関
かん

係
けい

を築
きず

きながら地
ち

域
いき

の中
なか

でともに暮
く

らしていく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を
目
め

指
ざ

して、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

を策
さく

定
てい

するため、大
おお

田
た

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

（以
い

下
か

「庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

」という。）を設
せっ

置
ち

する。
（構

こう

成
せい

）
第
だい

2 条
じょう

　庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

は、会
かい

長
ちょう

、副
ふく

会
かい

長
ちょう

、及
およ

び委
い

員
いん

をもって構
こう

成
せい

する。
2　会

かい

長
ちょう

は、観
かん

光
こう

・国
こく

際
さい

都
と

市
し

部
ぶ

長
ちょう

をもって充
あ

てる。
3　副

ふく

会
かい

長
ちょう

は、国
こく

際
さい

都
と

市
し

・多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

長
ちょう

をもって充
あ

てる。
4　委

い

員
いん

は、別
べっ

表
ぴょう

に定
さだ

める職
しょく

にある者
もの

をもって充
あ

てる。
（会

かい

議
ぎ

）
第
だい

3 条
じょう

　庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

は会
かい

長
ちょう

が召
しょう

集
しゅう

する。
2　�会

かい

長
ちょう

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

めたときは、関
かん

係
けい

職
しょく

員
いん

を庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

させることができる。
（作

さ

業
ぎょう

部
ぶ

会
かい

）
第
だい

4 条
じょう

�　会
かい

長
ちょう

は多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

の検
けん

討
とう

等
とう

を行
おこな

うため、係
かかり

長
ちょう

級
きゅう

以
い

上
じょう

の職
しょく

員
いん

に
よる多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

（作
さ

業
ぎょう

部
ぶ

会
かい

）を設
せっ

置
ち

することができる。
（関

かん

係
けい

者
しゃ

の意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

）
第
だい

5 条
じょう

�　 庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

は、必
ひつ

要
よう

があると認
みと

めたとき、関
かん

係
けい

者
しゃ

に意
い

見
けん

を聴
き

き、その他
ほか

協
きょう

力
りょく

を求
もと

めることができる。
（庶
しょ

務
む

）
第
だい

6 条
じょう

�　 庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

の庶
しょ

務
む

は国
こく

際
さい

都
と

市
し

・多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

国
こく

際
さい

都
と

市
し

・多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

担
たん

当
とう

にて処
しょ

理
り

する。
（委

い

任
にん

）
第
だい

7 条
じょう

�　この要
よう

綱
こう

に定
さだ

めるもののほか、庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

の運
うん

営
えい

に関
かん

し必
ひつ

要
よう

な事
じ

項
こう

は、会
かい

長
ちょう

が
別
べつ

に定
さだ

める。

　　付
ふ

　則
そく

　（平
へい

成
せい

21 年
ねん

5 月
がつ

25 日
にち

21 地
ち

地
ち

発
はつ

第
だい

10749 号
ごう

）
　　　　　　この要

よう

綱
こう

は、決
けっ

定
てい

日
び

から施
し

行
こう

する。
　　付

ふ

　則
そく

　（平
へい

成
せい

26 年
ねん

5 月
がつ

23 日
にち

26 観
かん

国
こく

発
はつ

第
だい

10210 号
ごう

）
　　　　　　この要

よう

綱
こう

は、決
けっ

定
てい

の日
ひ

から施
し

行
こう

し、平
へい

成
せい

26 年
ねん

4 月
がつ

1
ついたち

日から適
てき

用
よう

する。
　　付

ふ

　則
そく

　（平
へい

成
せい

27 年
ねん

2 月
がつ

13 日
にち

26 観
かん

国
こく

発
はつ

第
だい

11311 号
ごう

）
　　　　　　この要

よう

綱
こう

は、決
けっ

定
てい

の日
ひ

から施
し

行
こう

する。

資
し

料
りょう
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　　大
おお

田
た

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

庁
ちょう

内
ない

検
けん

討
とう

会
かい

委
い

員
いん

役
やく

職
しょく

職
しょく

会
かい

　長
ちょう

観
かん

光
こう

・国
こく

際
さい

都
と

市
し

部
ぶ

長
ちょう

副
ふく

会
かい

長
ちょう

観
かん

光
こう

・国
こく

際
さい

都
と

市
し

部
ぶ

国
こく

際
さい

都
と

市
し

・多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

長
ちょう

委
い

　員
いん

区
く

長
ちょう

政
せい

策
さく

室
しつ

政
せい

策
さく

課
か

長
ちょう

〃 区
く

長
ちょう

政
せい

策
さく

室
しつ

広
こう

報
ほう

課
か

長
ちょう

〃 計
けい

画
かく

財
ざい

政
せい

部
ぶ

計
けい

画
かく

調
ちょう

整
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

〃 総
そう

務
む

部
ぶ

人
じん

権
けん

・男
だん

女
じょ

平
びょう

等
どう

推
すい

進
しん

課
か

長
ちょう

〃 総
そう

務
む

部
ぶ

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

〃 地
ち

域
いき

力
りょく

推
すい

進
しん

部
ぶ

地
ち

域
いき

力
りょく

推
すい

進
しん

課
か

長
ちょう

〃 地
ち

域
いき

力
りょく

推
すい

進
しん

部
ぶ

防
ぼう

災
さい

課
か

長
ちょう

〃 観
かん

光
こう

・国
こく

際
さい

都
と

市
し

部
ぶ

観
かん

光
こう

課
か

長
ちょう

〃 区
く

民
みん

部
ぶ

戸
こ

籍
せき

住
じゅう

民
みん

課
か

長
ちょう

〃 区
く

民
みん

部
ぶ

国
こく

保
ほ

年
ねん

金
きん

課
か

長
ちょう

〃 産
さん

業
ぎょう

経
けい

済
ざい

部
ぶ

産
さん

業
ぎょう

振
しん

興
こう

課
か

長
ちょう

〃 福
ふく

祉
し

部
ぶ

福
ふく

祉
し

管
かん

理
り

課
か

長
ちょう

〃 保
ほ

健
けん

所
じょ

保
ほ

健
けん

衛
えい

生
せい

課
か

長
ちょう

〃 こども家
か

庭
てい

部
ぶ

子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

課
か

長
ちょう

〃 こども家
か

庭
てい

部
ぶ

保
ほ

育
いく

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

課
か

長
ちょう

〃 まちづくり推
すい

進
しん

部
ぶ

まちづくり管
かん

理
り

課
か

長
ちょう

〃 都
と

市
し

基
き

盤
ばん

整
せい

備
び

部
ぶ

都
と

市
し

基
き

盤
ばん

管
かん

理
り

課
か

長
ちょう

〃 環
かん

境
きょう

清
せい

掃
そう

部
ぶ

環
かん

境
きょう

清
せい

掃
そう

管
かん

理
り

課
か

長
ちょう

〃 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

部
ぶ

学
がく

務
む

課
か

長
ちょう

〃 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

部
ぶ

指
し

導
どう

課
か

長
ちょう

〃 教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

部
ぶ

社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

課
か

長
ちょう

資
し

料
りょう
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大
おお

田
た

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

（改
かい

定
てい

版
ばん

）策
さく

定
てい

の経
けい

過
か

2014 年
ねん

（平
へい
成
せい
26 年

ねん
）

 3  月
がつ 大

おお
田
た
区
く
10 か年

ねん
基
き
本
ほん
計
けい
画
かく
「おおた未

み
来
らい
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
10 年

ねん
（後
こう
期
き
）」

策
さく
定
てい

 6  月
がつ
25 日

にち
第
だい
1 回
かい
大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
庁
ちょう
内
ない
検
けん
討
とう
会
かい

 7  月
がつ
22 日

にち

〜 8  月
がつ
20 日

にち

大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
実
じっ
態
たい
調
ちょう
査
さ
実
じっ
施
し

・ア
あ
ン
ん
ケ
け
ー
ー
ト
と
調
ちょう
査
さ

・イ
い
ン
ん
タ
た
ビ
び
ュ
ゅ
ー
ー
調
ちょう
査
さ

 8  月
がつ
19 日

にち
第
だい
1 回
かい
作
さ
業
ぎょう
部
ぶ
会
かい

10 月
がつ
30 日

にち
第
だい
2 回
かい
作
さ
業
ぎょう
部
ぶ
会
かい

11 月
がつ

 4  日
にち 第

だい
2 回
かい
大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
庁
ちょう
内
ない
検
けん
討
とう
会
かい

・プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
（素

そ
案
あん
）作
さく
成
せい

11 月
がつ
20 日

にち 大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
協
きょう
議
ぎ
会
かい
からプ

ぷ
ラ
ら
ン
ん
（素

そ
案
あん
）意

い
見
けん

聴
ちょう
収
しゅう

11 月
がつ
21 日

にち
大
おお
田
た
区
く
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
団
だん
体
たい
からプ

ぷ
ラ
ら
ン
ん
（素

そ
案
あん
）意

い
見
けん
聴
ちょう
収
しゅう

12 月
がつ
11 日

にち

〜 12月
がつ
31 日

にち パ
ぱ
ブ
ぶ
リ
り
ッ
っ
ク
く
コ
こ
メ
め
ン
ん
ト
と
実
じっ
施
し

 1  月
がつ
30 日

にち 第
だい
3 回
かい
大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
庁
ちょう
内
ない
検
けん
討
とう
会
かい

・プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
（案
あん
）作
さく
成
せい

2015 年
ねん

（平
へい
成
せい
27 年

ねん
）

 2  月
がつ
16 日

にち
大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
協
きょう
議
ぎ
会
かい
にプ

ぷ
ラ
ら
ン
ん
（案
あん
）報
ほう
告
こく

 3  月
がつ

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
団
だん
体
たい
にプ

ぷ
ラ
ら
ン
ん
（案
あん
）報
ほう
告
こく

 3  月
がつ

大
おお
田
た
区
く
多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
推
すい
進
しん
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
（改
かい
定
てい
版
ばん
）策
さく
定
てい

資
し

料
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大
おお

田
た

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

（改
かい

定
てい

版
ばん

）
2015～ 2018年

ねん
度
ど
（平
へい
成
せい
27～ 30年

ねん
度
ど
）

発
はっ

行
こう

日
び

　平
へい

成
せい

27 年
ねん

3 月
がつ

発
はっ

　行
こう

　大
おお

田
た

区
く

観
かん

光
こう

・国
こく

際
さい

都
と

市
し

部
ぶ

　　　　国
こく

際
さい

都
と

市
し

・多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

　　　　　TEL	 03-5744-1227

　　　　　FAX	 03-5744-1518


